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⼆つの異種細胞の統合により新たな細胞が⽣まれる機構を研究しています 

 

研究内容 
真核細胞内でエネルギー変換を⾏う細胞内⼩器官、ミ
トコンドリアと葉緑体は、１０億年以上前にそれぞれ
プロテオバクテリアとシアノバクテリアが真核細胞
内に共⽣して誕⽣しました。その他、真核細胞が別の
細胞を取り込み、新機能を獲得する例は広く⾒受けら
れます。このような⼆種の細胞の世代を超えた持続的
統合には、宿主細胞の分裂増殖に伴った、共⽣細胞の
分裂・増殖の制御が必須です。本研究室では、もとも
と別の細胞であった宿主細胞と共⽣細胞がどのよう
にして⼀緒に分裂増殖するのか、そのような機構がど
のように進化してきたのかを研究しています。 
 
これまでにわかったこと 
我々は、葉緑体とミトコンドリアの分裂が、そ
れぞれ祖先のバクテリアと宿主真核細胞の両⽅
に由来する部品から構成されるハイブリッド装
置によって引き起こされることを世界に先駆け
て解明してきました。 
これから解明すること 
（１）葉緑体、ミトコンドリア、その他の細胞
内共⽣細胞の分裂が、如何にして宿主細胞によ
ってコントロールされているのか 
（２）逆に、共⽣体のエネルギー⽣産・物質代
謝が、宿主細胞の分裂増殖にどの様な影響を与えているのか 
（３）これらの機構がどのように進化したのか 



（４）葉緑体・ミトコンドリア以外の細胞内共⽣系ではどのような分裂制御系があるのか 
上記のようにいろいろな⾓度から、どのようにして異種細胞が統合され⼀緒に増えるようにな
るのか、その基本原理を解明していきます。 
 
研究材料・方法	

研究にはそれぞれの解析に適した⽣物種を選んで使います。現在までに使⽤してきた⽣物は、
種⼦植物（シロイヌナズナ）、ヒメツリガネゴケ、緑藻、紅藻、灰⾊藻、珪藻、細胞性粘菌、シ
アノバクテリアなどです。必要に応じて新たな⽣物種も取り⼊れていきます。 
細胞⽣物学、分⼦⽣物学、遺伝学、⽣化学、バイオインフォーマティクスだけでなく、環境、

酸化還元反応などの⽣体エネルギー変換などの情報を必要に応じて組み合わせた研究を進めま

す。 

 

その他詳細は研究室ホームページをご覧ください。 

（http://miyagishima.sakura.ne.jp） 

 

連絡先 
宮城島 進也（みやぎしま しんや） 
〒411-8540 静岡県三島市⾕⽥ 1111 国⽴遺伝学研究所 遺伝形質研究系 共⽣細胞進化研究室  
Tel: 055-981-9411; E-mail: smiyagis@nig.ac.jp 
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